
1．はじめに

2019年 4月から 2020年 3月まで国外研究員とし
て，ポルトガルのポルト大学（University of Porto）
に あ る LIAAD（Laboratory of Artificial Intelligence
and Decision Support）に滞在しました．LIAAD は，
ポルト大学の理学部，工学部，経済学部だけでな
く，INESC TEC（Institute for Systems and Computer
Engineering, Technology and Science）という組織に
も属しています．INESC TEC はイネェスックとい
う感じで発音されますが，日本で言うと産業技術総
合研究所や理化学研究所のような組織で，ポルトガ
ルの情報技術を背負っている感じがありました．私
がお世話になったのは João Gama 教授で，人工知
能研究分野では有名な方です．欧米ではファースト
ネームで呼び合うことが多いですが，彼は私をマサ
ヒロまたはマサと呼んでくれ，私は彼のことをジョ
アンという感じで呼んでいましたので，本稿でも親
しみをこめて彼をジョアンと呼ぶことにします．

さて，この原稿を書いているのは 2021年の 2月
末です．帰国してもうすぐ 1年が経過しようとして
います．2020年度は，先端理工学部ができて新た
な授業が始まったり，新型コロナウィルス感染症

（COVID-19）が蔓延して授業がオンラインになった

り等，いろいろとたいへんなことがありました．し
ばらく時が過ぎましたが，ポルト大学滞在時のこと
について，できるだけ簡潔に述べさせていただきた
いと思います．もっと詳しい話が聞きたいと言って
くださる方は，私の研究室まで来てください．お茶
でも飲みながらゆっくり話をさせていただきます．
それでは当時の想い出について，記憶が最も鮮明で
ある COVID-19問題が深刻化し帰国の準備をする
あたりから話を始めたいと思います．

2．COVID-19問題と帰国

ポルト大学は，ポルトガル第 2の都市ポルトにあ
る国立の総合大学です．私は，子供達の学校のこと
があるので，家族を日本に残してポルト大学に単身
赴任しました．私が住んでいたのはマイアという街
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のアパートで，ジョアンの家にも歩いて行けるとこ
ろでした．私が単身赴任だったということもあり，
ジョアンは何度も私を彼の家に招待してくれ，夕食
をごちそうしてくれました．彼のご家族は，奥様，
ご長男，ご長女，それに奥様のお母様であり，ポル
トガルの家庭料理をごちそうになりながら，ご家族
のみなさんにポルトの観光名所や生活様式等につい
て教えてもらいました．私は，自分では大した料理
を作ることができないので，帰国間近の 3月はじめ
に，ジョアンのご家族をレストランに招待しステー
キ等をごちそうしました．そしてその日に，ポルト
ガルで最初の COVID-19感染者が確認されました．

日本では 1月下旬くらいから COVID-19が問題
になっていることを，日本にいる妻から聞いて知っ
ていましたが，観光都市であるポルトでは，多くの
外国人観光客も来ていたし，まだ誰もそれを深刻に
受け止めていないようでした．マスクをしている人
は，まったくと言ってよいくらい見かけませんでし
た．私も，関係ないと思っていました．しかし，事
態は急変します．3月中旬になると，スーパーマー
ケットも入場者数制限がなされ，並んでやっと入れ
るという状況になりました．そして，帰国のために
予約していた航空機の便が，欠航になったという
メールが来ました．別の便に変更してもらおうと電
話をかけてもまったくつながらず，ほんとうに 1日
かけてやっとの思いで代りの航空券を取得しまし
た．航空券を印刷する必要があったので，いつもの
通勤バスで LIAAD まで行きましたが，そのころに
はすでにテレワークが導入され，LIAAD には知っ
ている人はもう誰も来ていませんでした．また，そ
のバスは，運転手と乗客の間がビニールテープのよ
うなもので完全に仕切られた状態で運賃も無料だ
し，マスクでなくて布切れのようなもので口元を覆
っている人達がたくさんいて，不気味な雰囲気でし
た．それでも私は，帰国の航空券が手元にあるので
高を括っていました．しかし，EU が圏外からの入
国禁止措置をとるというニュースを見て，「早く帰
国しないと，帰るのが困難になるかもしれない」と

いう不安にかられました．龍谷大学理工学部から
も，早期帰国を促すメールをいただきました．私
は，やっと手に入れた代りの航空券を捨てて，でき
るだけ早く帰国できる航空券を新たに予約しようと
決断しました．電話予約はもう無理だとすでに悟っ
ていたので，ANA の会員になり会員特典で予約し，
3日後にポルトを出発して帰国することにしまし
た．もちろん，帰国便の航空運賃は元の往復便の総
額よりもずっと高額でした．

ポルト空港を出発するのが早朝の午前 6時で午前
4時には空港に着く必要があったので，その前日は
ジョアンに車で送ってもらい空港近くのホテルに宿
泊しました．出発日の 2020年 3月 19日からポルト
ガル全土でロックダウンが開始されるので，出発前
夜，ジョアンは「航空機が飛ばないときには，連絡
したら迎えに行ってあげるよ」と言ってくれ，私は
これまでのお礼を言いそこで彼とさよならをしまし
た．出発当日，搭乗口まではスムーズに行けました
が，予定の時刻になっても搭乗が始まりません．早
朝で外はまだ真っ暗のせいか，航空機らしきものも
見えません．空港スタッフどうしがポルトガル語で
何やら相談しているし，乗客達もざわざわして落ち
着かない様子です．何を言っているのかわからない
ので，不安がよぎりました．しかし，幸いにもそれ
は杞憂に終わりました．搭乗する航空機のポルト空
港への到着が少し遅れただけでのことでした．私
は，搭乗した航空機がポルト空港を飛び立ったと
き，寂しいけどやれやれと感じたことを覚えていま
す．しかし機内では，提供された飲食物をまったく
貰わないような乗客達もいる等，緊張感もありまし
た．フランクフルト空港に着き EU の出国審査を終
えて ANA 羽田行きの搭乗口まで行ったとき，久し
ぶりに多くの日本人を見ました．帰国便の機内で
は，機長が日本語で「安心してください」というよ
うな事を放送され，CA の方々にも安心感があり，
私はようやく安堵したことを今でも記憶していま
す．羽田空港に到着して，妻に電話し，ジョアンに
もメールしました．そして，「やはり日本は安心だ
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なぁ」と感じました．また，ポルトでの生活につい
ては，何か長い夢でも見ていたような感じもしまし
た．無事にヨーロッパから日本に連れて帰ってくだ
さった航空会社の方々が，COVID-19問題が長期化
して困難な状況にあるというのは心苦しいかぎりで
す．早く COVID-19問題が解決され，以前のよう
な世界が戻ってくることを切望します．

3．LIAAD での研究生活

帰国して龍谷大学での授業や研究等が再開し，基
本的には渡欧前と同様ないつもの多忙な生活になり
ました．ポルト大学滞在時のゆったりとした生活
が，ありがたいものであったことを再認識するとと
もに，また懐かしく想い出されます．では次に，
LIAAD での研究生活についてお話したいと思いま
す．

前述のように，私はマイアのアパートに住み，バ
スで通勤していました．ポルトでは，スマホに専用
アプリをインストールすると，バス停にあと何分で
バスが来るかを知らせてくれます．このように書く
とすごく進んだ都市という感じがしますが，実際は

「あと 1分でバスが到着」というメッセージが最悪
だと 1時間くらい続くこともありました．日本だっ
たら，ものすごい数の苦情がきて，もしかしたら裁
判沙汰にまでなるかもしれませんが，ポルトの人達
はそのくらいことはあまり気にしない様子でした．
日本でもそうかもしれませんが，この時刻のバスは
よく遅れるが，この時刻のバスはだいたい決まった
時刻に来るという法則性がありました．私はそれを
発見し，だいたいいつも，同じ時刻のバスで大学に
行き，また同じ時刻のバスでアパートに帰るという
生活をしていました．夏だと夜 9時くらいまで明る
いので，まだ陽が高いのに帰りのバスに乗っている
という感じで，私としては少し後ろめたい気持ちが
ありました．バスの定期は毎月買わないといけませ
んでしたし，定期の発売期間が予め決められている
ので，それを買うには通常長い行列を並ばないとい
けませんでした．私は，ポルト大学近くのバスセン

ターだと，朝早くは定期売り場がそれほど混んでい
ないことを発見し，定期を買うときはいつもよりも
早いバスに乗って行きました．
LIAAD は，ポルト大学構内の INESC TEC ビル

の 2階にありました．0階から始まるので，日本風
に言えば 3階にありました．ビルに入ると受付の人
がいるのですが，1か月もたたない間に顔パスとな
り，私が行くといつも笑顔でオフィスの鍵を手渡し
てくれました．私のオフィスには，専任研究員のリ
カルド，私のように海外から期限つきで来ている訪
問研究員のセェリとグスタボ，ポルトガルの別の大
学の教授（数回しか会わなかったので，名前を忘れ
てしまいました），そして私を含めて合計 5人の席
がありました．朝は私がオフィスに 1番早くに行く
ことが多かったので，だいたい鍵は私が受付でもら
って開けていました．LIAAD メンバーのことは
Liaadian と呼ばれていましたが，Liaadian の名前は
親しみを込めて，本稿でも当地でのようにファース
トネーム的に呼びたいと思います．

オフィスでは，私はリカルドと 2人でいるという
ことが多かったです．リカルドはすごく研究を頑張
っているように見え，好ましい感じがしました．彼
は瞑想に興味があるらしく，日本の密教について質
問されたことがありました．密教についてはイン
ターネットのホームページで高野山での修行風景の
写真を見せてあげ，密教は仏教の一派であり龍谷大
学は仏教系の大学だと言うと，私に関心を示してく
れたようでした．また，LIAAD センター長のアリ
ピオにも，龍谷大学は浄土真宗という日本で最大の
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仏教宗派に関係した大学だということを話したので
すが，先端の科学技術を研究する私立の仏教系大学
が存在するということに興味をもったようでした．
国際舞台で龍谷大学先端理工学部をアピールするポ
イントの 1つとして，仏教という軸はあり得るよう
にも感じました．

ジョアンの紹介で，彼が指導しているポルト大学
大学院工学研究科博士課程の社会人学生マリオと共
同研究することになりました．マリオは，ポルトガ
ルの有名な IT 企業に勤めていましたがマイアに住
んでいたので，都合の良い土曜日にジョアンといっ
しょに私のアパートにやって来ました．そして私達
は，私のアパートでソーシャルネットワーク分析に
関するテーマの共同研究を行いました．その研究成
果は論文としてすでに出版されていますので，内容
についてはここでは割愛させていただきます．ジョ
アンは多忙だし，マリオの奥様は看護師をされてい
て休みが不確定みたいだし，またお子さんは少年サ
ッカーを頑張っていたので，なかなか都合が合わな
かったのですが，成果を論文としてまとめることが
でき，たいへん良かったと思っています．

私の研究については，LIAAD セミナーやポルト
大学理学部コンピュータ科学科セミナーで発表させ
ていただきました．ポルト大学はポルト市内に 3つ
のキャンパスをもち，理学部は INESC TEC とは別
キャンパスにありました．また，理学部の各学科は
別々の建物になっていました．セミナーの案内はポ
ルトガル語で書かれた各組織のホームページにも掲

載されたので，これらの発表機会を通じて，何人か
の研究者と新たに知り合うこともできました．そう
いう研究者の 1人とは，ちょっと印象的だった別の
仕事の場で再会するということがありました．ジョ
アンがポルト大学経済学部教授でもあるため，彼が
指導していた経済学研究科学生の修士論文の審査員

（Jury）をするという機会がありました．彼女は
LIAAD の学生でもあり伝統的な経済学というより
もデータサイエンス分野の研究をしていたので，私
が審査員でもよかったのだと思います．さて，その
ときの経済学研究科修士論文の審査員長がマリア
で，彼女は私の発表を聴講してくれていました．意
外なところでの再会でした．そしてその修士論文審
査会（Master Defense）が，龍谷大学大学院理工学
研究科等での修士論文公聴会とはだいぶん様子が異
なっていて，ちょっと印象的でした．まず，それは
博士論文審査会と同様な感じで 1人ずつ行われまし
た．審査員達は修論発表者とあいさつをしてから審
査会場に入りましたが，会場には発表者のご家族も
来られており，ご家族ともあいさつをしました．こ
こで，あいさつについてですが，女性とのあいさつ
はチークキスというものをします．下手に恥ずかし
かってやらないと失礼ともとられるので，頑張りま
した．発表者とそのお母様と妹さんとはチークキ
ス，そしてそのお父様とは握手をしました．また，
発表後には質疑応答による審査が行われるのです
が，審査員達は壇上に並んで座り，審査される発表
者は壇を降り会場の前列に立って質問に答えます．
厳粛な雰囲気でした．その学生はたいへん優秀だっ
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たので，本審査会ではマリアもジョアンも私も満点
をつけました．
LIAAD には，ポスドク（博士研究員）や博士課

程の学生が何人もいました．スペインから来ていた
ポスドクのブライスとブラジルから来ていた博士課
程学生のティアゴは，私を毎日ランチに誘ってくれ
ました．そして，彼らを含む数人の Liaadian 達と
ランチを楽しみました．キャンパス内には，ビュッ
フェ形式でランチを食べられるような少し値段の高
いレストランもありましたが，歩いてすぐに行けて
値段も手ごろな食堂が 2つあり，通常はそれらのど
ちらかに行っていました．1つは INESC TEC の食
堂で，もう 1つは工学部の食堂でした．どちらかと
言うと，前者の方が社会人向きで後者の方が学生向
きという感じです．ランチ後はキャンパス内を散歩
し，外でコーヒーを飲みながら談笑するというのが
日課でした．ポルトで出会った人の多くは，非常に
濃い少量のエスプレッソに砂糖を 2袋くらい入れて
飲みます．マクドナルドでも普通にコーヒーを注文
したら，これがでてきます．私は，コーヒーを注文
するときはいつも，「薄いアメリカンコーヒーを砂
糖もミルクもなしでください」と大きな声で言って
いました．月に 2回くらいは，みんなでキャンパス
近くのレストランでステーキ等を食べに行ったり，
また，車に乗せてもらって少し遠くまでお寿司等を
食べに行ったりもしました．彼らはお話が大好きな
ようで，そういう時だともうランチがなかなか終わ
りませんでした．また，最初は信じられませんでし
たが，お誕生日の人がいるとその人が，みんなをレ

ストランに招待してごちそうしてくれるということ
がありました．博士課程学生のソニアが，誕生日な
のでケーキを焼いたからみんなといっしょに食べま
しょうと，わざわざ私のオフィスまで誘いに来てく
れたということもありました．私は，お誕生日の人
に奢ってもらうというのにどうも気が引けたのです
が，どうやら多くの西洋諸国の習慣みたいです．そ
れはそうとして，日本から来た私に対し，Liaadian
達はとても親切でフレンドリーに接してくれまし
た．

4．ポルトでの生活

ポルトはポルトガル北部にあり，大西洋に面した
港湾都市です．夏でも涼しく冬でも暖かくて，年中
あまり大きく気温が変わらないところです．夏には
雨がほとんど降らず，冬には雨がよく降ります．私
のアパートにはエアコンがなかったのですが，窓を
開けて日除けを下せば，夏の日中でもちょっと暑い
なと感じるくらいで過ごすことができました．ポル
ト大学においてさえ，夏にエアコンがつけられた日
はそんなに多くありませんでした．私は，夏でも夜
には窓を閉め布団を被って寝ていました．ポルトの
多くの家には暖炉があるみたいで，冬になるとスー
パーマーケットでは暖炉用の薪が売り出され，多く
の人達がそれを車で買いに来ていました．私のア
パートにはセントラルヒーティングが備わっていた
ので，冬にはそれを利用していました．しかし，私
からすればポルトの冬はそれほど寒くはなく，日本
からもって行ったダウンコートは暑いのですぐに着
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るのをやめ，春と秋に着ていたジャケットに変えま
したし，アパートで断熱性も高いので，夜に寝ると
きにはセントラルヒーティングを消して夏と同じ布
団を被っていました．実を言うと，最初は冬用の分
厚い布団を被っていたのですが，寝ていて暑かった
ので変えたのです．ポルトは，気候の観点において
過ごしやすいところだと思いました．

ドウロ川沿いに開けた美しい都市であるポルトに
は，多くの観光名所とともに，ワインや新鮮な魚介
類や様々な美味しい料理がたくさんあり，世界中か
ら多くの観光客が訪れます．それらについては，詳
しく紹介されている観光ガイドブックがいくつもあ
るので，本稿では特に触れないことにします．ま
た，ポルトには FC ポルトという有名なサッカー
チームがあり，サッカー日本代表 MF だった中島
選手が在籍していました．サッカーはポルトで最も
人気のあるスポーツであり，ポルトに住む多くの人
達が FC ポルトを熱烈に応援していました．私とし
ては，このように素敵な都市で国外研究員生活を過
ごせたことをありがたく思っています．

私が取得したビザは有効期限が 1年のもので，東
京のポルトガル大使館によれば，ポルトガル入国後
に外国人移民局（SEF）に行く必要があるとのこと
でした．SEF には予約して行ったのですが，恐ろ
しい数の人達が並んでいて何時間も待たされまし
た．この体験が，後に COVID-19問題が発生した
とき，帰国時期が遅れる場合に対する私の不安要因
の 1つになりました．日本からポルトへ出発する
時，妻が，荷物は持っていくのがたいへんそうだか

ら後で送ってあげると言ってくれたのですが，私
は，なんとかなるからと言い 2つのスーツケースを
持ってポルトへと出発しました．しかし後から振り
返ると，これがほぼ最良の選択だったということが
わかりました．妻が日本から手紙や日用品等をポル
トにいる私に送ってくれたのですが，手紙以外の物
は届きませんでした．郵便局（CTT）からは，小包
を受け取りたければ書類を提出せよと言ってきたの
で，早速，近所の CTT に出向いて必要書類を提出
しました．対応してくれた CTT の人達はたいへん
親切でした．小包はリスボンの税関にあるみたいで
したが，近いうちに配達してくれそうな感じがしま
した．しかし，いくら待っても何も言ってきてくれ
ません．私では埒が明かないので，ジョアンにお願
いしてリスボンにある税関に電話で状況を尋ねても
らいました．電話はなかなかつながりませんでした
が，ジョアンによると，もう少ししたら配達してく
れるみたいとのことでした．しかし，3か月後くら
いだったでしょうか，日本にいる妻のもとに送り返
されていました．別の小包を送ってもらったとき
も，やはり結果は同じでした．どうやら書類不備な
どではなく，EU 諸国とポルトガル語を話す国であ
るブラジル等以外からは，個人宛の小包はほぼ届か
ないか，または高い税金をとられるかというような
感じだそうです．このことも，後に COVID-19問
題が発生したとき，帰国時期が遅れることに対する
私の不安要因でした．さらに，お金の問題にも不安
要因がありました．ポルトでは，大きなスーパー
マーケット等ではクレジットカードが利用できます
が，大学の食堂や住んでいた街の普通のレストラン
等ではクレジットカードが使えないので，現金を引
き出すことが容易な銀行口座が必要でした．また，
アパートの家賃の支払いのためには，ポルトガルの
銀行に容易に振り込みができることも重要でした．
しかし，日本の銀行はポルトガルでは極めて不便で
す．ポルトガルの銀行口座を開くには NIF という
納税者番号が必要なのですが，私はポルトガルでお
金を稼がないし，ジョアンのご家族によれば私が
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NIF を取得するのはたいへん面倒だそうなので，結
局，取得しませんでした．代わりに，基本的には
ヨーロッパのみで利用可能なインターネット銀行の
口座を開きましたが，それほど多くのお金をその口
座に預けていませんでした．ポルトにいながら，こ
れをうまく制御するのは簡単ではありません．ポル
トは，日本から遠いところだと実感しました．

ところで，ポルトで日本人にお会いするという機
会もありました．大晦日の夜，ポルト大学理学部コ
ンピュータ科学科教授のペドロさんのお家に招待し
ていただきました．ペドロさんの奥様は日本人でし
た．また私以外にも，ポルトで日本料理店をされて
いる方のご家族（みなさん日本人）も招かれていま
した．帰国後に私は，NHK の世界はほしいモノで
あふれている「ポルトガル幸せお魚パラダイス」を
見ていたら，この方がポルトのお店から出演されて
いたので驚きました．きっと有名なお店なのでしょ
う．その大晦日の夜は日本語で会話することができ
たので，ペドロではなくペドロさんと呼んでいまし
た．ペドロさんは日本の統計数理研究所と東京大学
に滞在されたことがあり，その時に奥様と知り合わ
れたそうで，私がポルト大学理学部コンピュータ科
学科セミナーで行った研究発表を聴講してくれてい
ました．私はせっかくの機会なので，ここでお会い
した日本人の方々に日本からポルトへの小包の郵送
に関して質問してみました．みなさんが言うには，
日本にあるモノについては，日本から送ってもらっ
てもダメで，日本に帰国したときに手荷物としてポ
ルトへ持って来るとのことでした．もっと早くにお
会いしておけば，無駄なことをしなくてよかったと
思いました．ポルトガルはまだ経済力が強くないの
で，おそらく自国を保護するためにそのような対応
をとっているのではと推測されます．みなさんは，
ポルトは住みやすくて好きなので，ここで暮らして

いるのだとおっしゃっていました．マトジーニョス
という大西洋の海岸通り近くのおしゃれな街にお住
まいでした．このあたりは 2階建てバスが走り，素
敵なレストランやお店が並んでいます．

私が暮らしていたマイアも，安全できれいで物価
の安い住みやすい街でした．スーパーマーケットで
ワインやウィスキーを買うと日本とは 1桁くらい値
段が違いました．また，マイアの人達は日本から来
た私にフレンドリーに接してくました．行きつけの
レストランやスーパーマーケットそして住んでいた
アパートでも，みなさんが私に親切にしてくれまし
た．

5．おわりに

ポルト滞在中には，電子情報通信課程の先生にご
尽力いただいて，毎週，ポルトガルの早朝で日本の
夕方に，龍谷大学に残して来た大学院生達と Goo-

gle ハングアウトを使ってオンラインゼミをやりま
した．帰国しても COVID-19のため，ほとんどの
ゼミをマイクロソフト Teams のビデオ会議により
行ったことを考えると，私達は世間よりも一歩早く
オンライン会議を本格的に実践していたことにな
り，不思議な気持ちになります．今後，その有用性
からオンライン授業が広がっていくことが予想され
ます．

長い時間，集中して物事をゆっくり考えることが
きたということが，研究者としては最もありがたい
ことでした．1年間の国外研究員という機会を与え
てくださった皆様，ジョアンをはじめポルトでお世
話になった皆様，そして私のポルト滞在を日本から
サポートしていただいた皆様に，心から感謝いたし
ます．たいへん貴重な体験でした．この体験を活か
して，今後の教育および研究に勤しみたいと思いま
す．ありがとうございました．
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